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ステロイド
使用歴あり

ステロイド
使用歴なし

ステロイド
使用歴あり

ステロイド
使用歴なし

合計 不明 記載なし 総計

男性 7,995 300 25 46 47 8,413 169 2,460 11,042

（％）  (95.0)  (3.6)  (0.3)  (0.5)  (0.6)  (100.0)

女性 4,334 202 14 34 28 4,612 96 1,359 6,067

（％）  (94.0)  (4.4)  (0.3)  (0.7)  (0.6)  (100.0)

合計 12,329 502 39 80 75 13,025 265 3,819 17,109

（％）  (94.7)  (3.9)  (0.3)  (0.6)  (0.6)  (100.0)

記載なし

（％）

総計 12,329 502 39 80 75 13,025 265 3,819 17,109

（％）  (94.7)  (3.9)  (0.3)  (0.6)  (0.6)  (100.0)
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##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
##D0613##
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2016年調査


